
潮来市津軽河岸あと広場の設置及び管理に関する条例 

平成３０年１２月２１日 

条例第２６号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１項の規定

に基づき、津軽河岸あと広場の設置及び管理に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 本市の地域資源を活用し、誰もが気軽に立ち寄ることができる場を提供すること

により、市民の多様な憩いや、賑わいの創出を図り、もって交流人口の増加、地場産業の

育成及び地域活性化に資するため、津軽河岸あと広場を設置する。 

（名称及び位置） 

第３条 名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 潮来市津軽河岸あと広場 

位置 潮来市潮来７０５番地外 

第４条 津軽河岸あと広場に、次の施設を設ける。 

（１） 石の蔵 

（２） 広場 

（３） トイレ 

（４） 事務所 

（５） 駐車場 

（６） その他、附帯する施設 

（事業） 

第５条 津軽河岸あと広場は、次に掲げる事業を行う。 

（１） 産業振興に関する事業 

（２） 観光振興に関する事業 

（３） 賑わい創出に関する事業 

（４） 前３号に掲げるもののほか、津軽河岸あと広場の設置目的を達成するために必要な

事業 

 （行為の禁止） 

第６条 津軽河岸あと広場において、何人も次に掲げる行為をしてはならない。ただし、第

１３条の許可に係る行為については、この限りでない。 

（１） 火災、爆発その他の危険を生じるおそれがある行為 

（２） 施設又はその附帯設備（以下「施設等」という。）を損傷し、又は消滅するおそれ

のある行為 

（３） 騒音又は大声を発する等他人の迷惑になるおそれのある行為 

（４） 立入禁止区域に立ち入る行為 

（５） 指定された場所以外の場所へ車両等を乗り入れ、又は駐車する行為 

（６） 物品の販売、陳列その他これらに類する行為 

（７） ごみその他の汚物を捨て、又は放置する行為 



（８） 前各号に掲げるもののほか、津軽河岸あと広場の管理上、支障が生じるおそれのあ

る行為 

（管理） 

第７条 津軽河岸あと広場は、市長が管理する。 

２ 津軽河岸あと広場は、常に良好な状態で管理し、設置目的に応じて最も効果的な運用を

しなければならない。 

３ 津軽河岸あと広場の使用者は、管理者の指示した事項を遵守しなければならない。 

（指定管理者による管理） 

第８条 津軽河岸あと広場の管理は、地方自治法第２４４条の２第３項の規定により、法人

その他の団体であって、市長が指定する者（以下「指定管理者」という。）に行わせるこ

とができる。 

（指定管理者の指定の手続き等） 

第９条 指定管理者の指定の手続きは、潮来市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等

に関する条例（平成１７年条例第２３号）の規定による。 

（指定管理者が行う業務） 

第１０条 指定管理者が行う業務は、次の各号に掲げる業務とする。 

（１） 津軽河岸あと広場の施設等の維持管理に関する業務 

（２） 津軽河岸あと広場の使用許可等に関する業務 

（３） 第５条に規定する事業の推進に関する業務 

（４） その他、市長が必要と認める業務 

（使用時間及び休館日）  

第１１条 津軽河岸あと広場の使用時間及び休館日は、規則で定める。 

（利用料金制） 

第１２条 市長は、第８条の規定により津軽河岸あと広場の管理運営を指定管理者に行わ

せる場合は、利用料金を指定管理者の収入として、収受させることができる。 

２ 利用料金は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長の承認を

得て定めるものとする。 

３ 指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て、利用料金の減免又は還付をすることがで

きる。 

（使用の許可） 

第１３条 津軽河岸あと広場の使用しようとする者は、規則で定めるところにより、市長の

許可を受けなければならない。使用許可を受けた事項を変更しようとするときも同様と

する。 

２ 市長は、前項の許可をする場合において、公益の必要又は施設の保全に支障があると認

めるときは、必要な条件を付すことができる。 

（使用許可の取消し等） 

第１４条 市長は、前条第１項の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が、次のいず

れかに該当するときは、当該許可を取消し、若しくは変更し、又はその使用を制限し、若

しくは停止し、又は退去させることができる。 

（１） 公序良俗を害するおそれがあると認められるとき。 



（２） 集団的又は常習的に暴力的不法行為をするおそれがある組織の利益になると認め

られるとき。 

（３） 施設及び設備等を損傷し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 

（４） 前３号に掲げるもののほか、津軽河岸あと広場の管理運営上、支障があると認めら

れるとき。 

（使用料等） 

第１５条 使用者は、別表に定める使用料に、消費税等相当額（消費税法（昭和６３年法律

第１０８号）に基づく消費税額に、地方税法（昭和２５年法律第２２６号）に基づく地方

消費税額を加えて得た額）を加算した額を市長に納付しなければならない。 

２ 前項の規定により算出して得た使用料等の額に１０円未満の端数が生じた場合は、こ

れを切り捨てるものとする。 

（使用料等の減免） 

第１６条 前条の規定による別表に掲げる使用料等の減免については、潮来市行政財産使

用料減免要綱（平成２１年告示第１０４号）のほか、必要な事項は、規則で定める。 

（使用料の返還） 

第１７条 既に納付された使用料等は、返還しない。ただし、次の各号のいずれかに該当す

るときは、その全部又は一部を返還することができる。 

（１） 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により、津軽河岸あと広場の

施設等を使用することができないとき。 

（２） 津軽河岸あと広場の管理運営上、特に必要があるため、市長が使用の許可を取消し

たとき。 

（３） 市長が相当の理由があると認めたとき。 

（遵守事項） 

第１８条 使用者等は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（１） 津軽河岸あと広場を使用する権利を他に譲渡し、又は転貸しないこと。 

（２） 津軽河岸あと広場を目的外に使用しないこと。 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が指示した事項 

（原状回復の義務） 

第１９条 使用者等は、津軽河岸あと広場の使用を終了したとき、又は第１４条の規定によ

り使用許可を取消され、若しくは退去したときは、市長の指示に従い、直ちに原状に回復

しなければならない。 

（行為の制限） 

第２０条 津軽河岸あと広場において、次の各号のいずれかに該当する行為をしようとす

る者は、規則で定めるところにより、市長の許可を受けなければならない。 

（１） 業として写真又は映画を撮影する行為 

（２） 寄附金品の募集その他これに類する行為 

（３） 前２号のもののほか、催しもの等のため、津軽河岸あと広場の全部又は一部を使用

する行為 

（指定管理者による管理にあたっての読み替え） 

第２１条 第１３条から第２０条までの規定は、指定管理者による管理を行う場合につい



て準用する。この場合において、第１３条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第１

４条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第１５条（見出しを含む。）中「使用料」

とあるのは「利用料金」と、「市長」とあるのは「指定管理者」と、第１６条（見出しを

含む。）中「使用料の減免」とあるのは「利用料金の減免」と、第１７条（見出しを含む。）

中「使用料」とあるのは「利用料金」と、「市長」とあるのは「指定管理者」と、「市長が

相当の理由があると認めたとき」とあるのは「指定管理者が相当の理由があると認め、市

長の承認を得たとき」と、第１８条から第２０条までの規定中「市長」とあるのは「指定

管理者」と、別表中「使用料」とあるのは「利用料金」と読み替えるものとする。 

（損害賠償） 

第２２条 津軽河岸あと広場の使用者は、故意又は過失により津軽河岸あと広場の建物、備

品その他の物件を損傷し、又は滅失したときは、それによって生じた損害を賠償しなけれ

ばならない。ただし、市長が特別の事情があると認めたときは、この限りでない。 

（委任） 

第２３条 この条例の施行に関し、必要な事項は、市長が規則で定める。 

 

附 則 

この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 

 

 

別表（第１５条及び第２０条関係） 

 

１ 使用許可に関する使用料（第１５条関係） 

施設名 単 位 使用料 

石の蔵 １棟 月 ２００，０００円 

広場 １㎡ １時間   １００円 

（１）条例第１５条第１項の規定に基づき、「石の蔵」の使用期間に１箇月未満の端数が

生じたときは、日割りによって使用料を計算する。 

（２）条例第４条第５号、第６号及び第２０号第３号の規定は、「広場」に規定する使用

料の額を適用する。 

 

２ 行為許可に関する使用料（第２０条関係） 

区 分 使用料 

業として写真を撮影する場合 １時間 １０，０００円 

業として映画を撮影する場合 １時間 １０，０００円 

寄附金品の募集その他これに類する行為をする場合 １時間１人  １００円 

 


